
ペノレ一日食(196 6年)

秦茂

1 965年の南太平洋マヌエ日食は，今までの日食行と比べて規模も大きし経費もか』っ

た。そしてその翌年の日食行というとともあ t，主として予算の面で今回の日食観測Vてついて

は実施できるか，どうかの見通しが立た念かった。

しかし当時の広瀬東京天文台長，斉藤観測団長の御努力Kよって，日米科学研究協力事業か

ら渡航費全額のバックアップがあ t，更に不足の研究費については，東京天文台内の各部から

の校費の援助を受けてどうにか日食行が実現するととに念った。

ベル一行が決定してから，私自身ベル-tてついて全〈無知であるととK気付き，我念がら篤

いた様念始末だった。観測|機材がベルーのカヤオ港K向けて発送されてから，出発までの短い

期聞は今までの日食では私達，観測員は幾分落付いた気分K左るもの念のだが，今回はとの期

聞にベル-I'Cついての情報を集め始めた。

との時点までKベルーについて知っている ζとと言えば，朝永振一郎博士の番効通れた名著の

一つtて"宇宙線の話"というのがあるが，との中でベルーからポリピヤK速念るアンデス山脈

Vてついて"南米のボリピヤは世界で，もっとも高い山国である。その首都のラ・パスは高度

420 0メートル，空気が薄いので犬もはしら念い。泥棒もはしら念いと冗談にいわれるとと

ろである"といった文章を通じてとの様念高山での僻測念らば空の明るさは平地と比べて暗い

だろうし，外部コロナの観測tては最適だと考える程度のととだった。そのポリピヤでは，ニュ

ーカーク博士Kよる新しいヨロナの微細構造の撮影計画が我h と同時K進められていた。

其の後の調査Kよると，ベルーは三つの大き念地方K分れていて，砂漠を含む海岸地方，ア

ンデスの山岳地帯，それKアマゾンの密林地帯K分れる。また，ととの住民はスペインに侵略

される以前からの原住民族，スベイン，イタリア念どの外来民族と，メスティーソ (Mestizo)

と呼ばれる混血の方遠から成立ずている。東南アジアやアフリカK見られる多くの文明の入り

みだれた人種集団では念<，比較的に簡単念人種構成である。また，公用語はスペイン語で，

カソリックが宗教としての主流を占める。

観現地の選定

私自身の例でいえば， 1 9 6 3年の網走日食ではその一年前の 7月K候補地探しを行ってい

るし，最近の 1983年のインドネシア日食では，その一年前K宿泊のためのホテルと観測地

を調査するためK現地入bしているが，今回の日食では事前の現地入bは行われ念かった。

斉藤鉄演IJ団長は事前にベルー国立地球物理研究所，アレキバ近郊のスミソ=アン天体物理

観測所，ゐよひ凍次アンデス学術調査団と緊密~連絡を取って，観演腕鎚顕胃液め￠損料を集め肘快。

最終的K観測地は，アレキパ市郊外のチグアタ村に決まったのであるが，ととに決定するま

での経緯Vてついて簡単K説明する。
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現地調査を行う場合， (1)天文学的条件:コロナ観測が目的であれば，やはり日食中心線上の

地点を考える。それに皆既時聞が2秒でも 3秒でも長い方が，た Yでも短い鯵測時聞が有効に

使える。 (2)気象的条件:快晴で，大気の透明度の高いととか望まれる。今回のアンデス山中念

どは，透明度の点で平地よ b勝れていると考えられる。 (3)宿泊bよび輸送の条件:とれVては現

地入bのための難易，生活上の問題左どが含まれるし，都市の近郊念どはどの条件をみたして

いる。

196 6年 11月12日の皆既日食はガラバゴス諸島付近で始ま丸ペリー，ボリピア，ア

ルゼンチンを経由してクープタクン洋上で終る。特I'Cベルー圏内では，首都のリマ市(人口1却

万)と第二の都市アレキバ市(人口 18万)を通過する点では，第3の条件をみたしている。

ととろで観測機材を繕載した貨物船はリマ市K近いカヤオ港K入るのだから，第2の気象条件

さえ良ければ，観測地としてリマ市あるいはその近郊を選定すれば良いわけである。

しかしリマ市では近〈の海域を流れている冷いフンボルト海流のためK霧が多<.湿度は1∞
%だという。また雲が多〈。太陽は顔を見せ念い。 11月の始めから南半球では夏の季節と在

るが，雨は降ら老いけれども，濃霧のためK夏K入っても太陽を見るととが少いといわれるリ

マ市では，観測I'C不適当念ととは言うまでも念い。

そうするとベルー第二の都市アレキバとその近郊が残されるわけだが，気象的要素を考えK

入れると，次の三地点が候補地として残った。

凶アレキバ県カナガス

白) アレキバ県チグアタ

(C) タクナ県チンタリ

(0 のチンタリでは，当時日本の電源開発株式会社が現地の開発公団と協力して水力発電ダ

ムの建設中であ札日本の開発会社の近〈で観測するのは，生活上の面で何沙諸と都合が良いと

も考えられたが，日食中心線から 27胞はずれているという点で除外するととに念った。

天文学的条件から言うとカナガスは高度40 0 0メートルのアンデス山頂にあT，ほほ皆既

の中心線上Kある点でも最上の条件なのである。カナダのオタワ大学教授のJ・ハーグリーブ

ス(Hargreaves)夫妻がζの付近を観測地K決定して会られ，教授の運転するハウス・トレ

ーラ-I'C乗せていた Yいて，現地の調査を行った。日食の約ーク月前である。

現地調査Kなもむいた三人のうちの二人までが忽ち軽い高山病κ見舞われた。やはbとの高

地では観測作業は続けられ念いという ζとで，日食中心線からは，厳れているが倒の地点が最

終的K観測地K決まった。

切bつめられた予算であるから今回の東京天文台からの出張人員は少い。

「四連カメラKよる太陽コロナの偏光倭測」

団長:斉藤田治，秦 茂

「太陽紅炎bよび彩層の閃光分光観測」
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副団長:日江井栄二郎，平山淳

私を除いた 3名は，日江井さんの運転するレンタ・カーで日の出とともにテグアタ村K出動

し，日没ととも1'(26キロの距荷量をペンシヨンK戻って行〈。一方私は建てかけの小学校の校

舎の獲ぞいに作られたテント K一人で残されるととI'(~った。勉強不足のせいだから仕方在い

けれども，私はスペイン誇は全〈知ら念い。更にとの付近のアンデス部落は先住民のクチュア

族が多<.殆ど公用語のスペイン語を使わ念いで，独特のクテュア語を話ナ。た宝村の小学校

と教会はスペイン誇を使っている様であった。

額損Ij団長の斉藤先生は事前1'(，三ク月程スペイン誇の勉強をして来て合られ，また昼間は我

々の世話を買って出られた，アレキバ在住の森崎さんの通訳で何事も念〈過したのだが，夜t亡

なると食事の世話を念願いした農家，一軒だけある雑貨屋兼，居酒屋K行ocしでも，どうし

たって単語だけでいいから，スペイン語の片言が必要だ。

そして，とうした場所で奇跡的にも私のスペイン語の教師が現れたのである。との事Kつい
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写真 1 現地K組立てられた四連カメラ
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ては，私達が陰で森崎隊長と呼んでいたペル一一世の方の話と共11:，後の節で述べさせていた

):(。今回の日食を通して，森崎さんには本当に辛子世話に念 bっば念しだった。

観測の概要と日食の当日

私達の観測テーマである"四連カメラKよる太陽コロナの偏光観測"は 1955年のセイロ

ン日食から 1970年のメキシコ日食まで，同ーの機械を使って太陽活動の異なった位相11::1>~ 

けるコロナの偏光を調べるととが一貫した目的念のである。

そして今回の日食の位相は極小期から極大期への中間K当っていて，今までの観測を補念う

のに丁度良い動間だったのである。

第 2回のセイロン日食から度身寄い4ているので四連カメラKついての話は重複するが，内部

コロナ用としては焦点距離 228cm，口径1Ocmの望遠鏡を 4組たばねて，且つそれぞれのレ

ンズ直前K互に 45度電気ベクトルの具念った偏光フィルターを取付けて、一枚の大型フィル

ム11:4個のコロナの偏光像を撮影する。

外部コロナ用としては焦点距離 30cm，口径6.7 cm ( F / 4.5 )のXenarレンメをやはT4 

信組合せて，長焦点の場合と同様に一枚の大型フィルム上11:4個の偏光コロナ像が撮影できる

様11:~っている。共Kフィルムは富士写真フィルム研究所K特製していた Yいた日食用フィル

ム(ASA 250相当)を使用した。

状況写真としては五藤光学望遠鏡(口径6cm，焦点距隊 12 ocm)を三脚架台K取付け，焦

点位置KニコシFのカメラボディを付けて撮影した。観測者は2名しかい念いので手が足b念

い。との撮影Kは見学K来られたスミソニア研究所のD. Tewksbury氏が担当して下さり.

部分食とコロナの状況写真が撮影できた。

標準時計としてはSEIKO製の水晶クロノメーターを携行し，四連カメラのシャ?タ-11:取

付けたマイクロスイッチKよって露出のマークと，クロノメーターの秒信号をクンブリッジ式

クロノグラフのテープK印字した。

四連カメラの各フィルムの中央には，コダックのNDワヱツグの焼込みを行ったが，とれは

日食前夜の作業である。標準光源として東芝標準ランプ(1 2 V . 5 Amp)をトンネル内に装

着し，フィルムK密着させたクエッヂK露光して，それぞれのフィルムの強度目盛とした。

日食当日まで約ーク月の気象記録Kよると初めの頃， 2日だけ豪雨があったが，との雨はと

の季節では異状現象だったそうである。 11月K入るととの付近では夏の雲が多〈念る。息の

つまる様念望遠鏡の調整期間がすぎて，やがて日食の日が近付〈。

日食の二目前Kチューリッヒ大学のM.ワルドマイヤー博士がチグアタ村に到着した。博士

11:i>'-自にか』るのは，セイロン，ユ品ーギユアtてつ Yいて今回が三度目である。博士も我4の

観測地が気K入られて早速，望遠鏡の組立てK入られた，日食の前夜は東京天文台からの 4名

K博士を加えて 5名がチグアタ泊bとなった。

朝食を共にした時。ふと博士が"午前 311寺までは崎天だったの11:"といわれるのを聞いてと
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の世界的念太陽物理学者もやはり日食の前夜は眠れ念いのだろうかと思ったものだった。実は

私も眠れ~かった。明け方 3 時までは全天の星空で，マゼラン雲が美し〈見えていた。そして

との頃から薄雲がひろがり始め第一接触はうす雲を通しての鯵演りだったのである。しかし皆既

20分前rc念ると東方の君震が次第に消え，太陽の方向は完全念青空と念った。アンデスの山念み

を背景Kしたコロナの強い流通夢が印象的だった。

1 9 6 5年のマヌエ日食K対して今回のコロナ鯵測は完全念成功を収めた。撮影のためK望

遠鏡Kっき切 b だった私は急K気I'L~って， スタートさせて置いたクロノグラフを止めて長い

テープをた<.t乍ら確実Kシャツターが切られているのをテープ上で確認して，長い緊張から

解きは念たれる。やっと終ったのだ!

チゲアタ村の生活

テグアタ村はアンデス山脈中の人口 10 00人位のインデスオ部落である。殆どの人はクテ

zア誇で話し合っているが，小学校とカソリツク教会ではスベイン語が使われる。私はクチ a

ア語は勿論，スベイン積も全〈知ら念い。それでも器材の盗難防止のためI'L.とにか〈一人だ

けでテント生活を始めるととK念った。

二日目，前の節でのべた異状気象に見舞われた。天幕Kは水がたま b始め，後半夜，更K雨

が激し〈全〈眠られ~\r>一夜と念った。とうした状態でーク月のテント生活に耐えられるだろ

うか。それK言葉の上の不安もつきまとう。しかし 3日. 4日とたっtてつれて村の一人暮しK

も馴れる様Kなった。

小学校の終る時間I'L~るときまってテントの窓がカサカサとゆれ，村の子供達が顔をのぞか

せる。物珍しいのだ。子供達は，男の子はカーキ一色のユエホーム，女の子は聖歌隊が着てい

るよう念白い上官ばbを着ている。

それでも本当K因っている時は何とか念るものだと思う。アレキパの市内は暑いので，テン

トの近〈に別荘を持っている三人姉妹が顔を見せ始めたのは，そうした時だ。小学校K入りた

ての末っ子のベテイが一番先きK私Kなついて来た。そして大学で英語を習っている姉のジユ

デイが面白半分にスベイン語の先生を引受けて〈れたのである。

「セニヨール，ハタ Jrきあ，レッスンですよ」夕方のひとときのスベイン慈の会話教室は

本当K教いの神だった。一週間すぎたら安心して，村K一車干tbる居酒屋K行って「セルベツサ

ー，ポルファポールJ(セルベツサーはビールのとと〉念どとやれる様K念った。

ついでに，との付近でのビールの欽み方は変っている。辛子金を渡してビールを注文すると，

ピールとコップが手渡されるが大ていは一人で飲むのでは念<.始めの一杯をPみ終ると残っ

たピールとコップをすぐ次の人K廻さなければいけ念い。 4人位廻った所で念〈念ってしまうと，

次の誰か Y ビールを注文するそして廻し飲みというととI'L~る。

村の人達の生活は石で固まれた小さを畑の手入れと。牧畜である。農婦が馬の背Vてさルクと

アルフ?ルプ?を積ん匂重んで込〈光景をよく見かけた。アルフアルファはコネホ(.後tてベル一博物
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館の天野さんからクイと呼ぶべきだと訂正された)の飼料だという。村での特上の御馳走K，

コネホの丸焼きがある。始めは気味が悪かったが，其の内KJIIれてbいしいと思う様K念った。

私達，日本からの観測聞はアレキバ市当局から全面的念支持を受けていて，組立てられた望

遠鏡や居住用テントの安全のために三人の警官が泊りとみで来て呉れる嫌Kなったのだが，と

うした廻し飲みの間K警官とも信頼関係が結ぼれたし，ーク月の後には別れるのが淋しいとい

って泣き出した若い警官がいた位だった。

日曜日Kt.cると，始めのうちは休日とt.CT他の3人は村に上って来念い。村の中央にあるカ

ソりツク教会の豊富が鳴b始めると，きまってベテイがロザリオK行かないかとさそいに来る。

カーキ一色のユニホームを着た男の子遥も 3， 4人あとについて来る。礼拝K集って来る 30

人近〈の信者は教会の入b口でローソクを買って会堂の中K点灯すると，マリヤ像の足もとK，

写真2 チグアタ村のカソリック教会堂

そっと口づけして席K着〈。

神父さんは歌うよう念抑錫でミサを唱える。 b祈 t，聖歌のあとで子供達と'局りかける私の

所K神父さんが現われる。 rスベイン語は分bません」という私のスベイン語が通じたのかど

うか? 神父さんはゆっ<tと私Kスペイン語で話しかける。英語で「教会音楽は好きです」

という私K，神父さんは自分で作曲した楽譜を持って来て，オルガンで奏いて聞かせるのだっ

た。

私も知っている聖歌を一つ二つ奏いて見せると，神父さんも子供達もスペイン語で歌い始め，
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何と念〈楽しい目隠日の夜と念った。

アンデスの山の中だから夜はすど〈寒いの1'1:，日中は気混が忽ち上昇して紫外線の強い高山

の夏の日射しK変 t，私は忽ちベルピアンと同 じ縄色の肌色K変った。

ああ探偵物語

私達が"陰の隊長"と呼んでいた森崎一義氏はベルー滞在46年という。当時すでK一緋の

仕事から離れて居られたが，気軽1'1:レンタカ-1'1:乗ってテグアタ村では人夫の通釈を引き受け

て下さ t，土地の借b入れ，駐在とのかけ合いに至るまで全部引き受けて下さった方であ t，

今回の日食がスムーズK運んだ陰の功労者念のである。

主
?
森
崎

平
山

?
日
江
井

写真3 日食観視fI団のメンバーと森崎氏

森崎邸はアレキパ市のプラザ・デ・アルマス(中央広場)1'1:近い，械のよう念造タである。

週に一度位はハタ君だけは，まとも念食事をしてい念いのでは左いか，と気づか宮てそのb械

に招待して下さるのである。日本から選んで来たという御自慢の小判風呂をわざわざ私のため

1'1:，たてていた~いた b した。

風呂上りは，森崎さんの「カチューシャ Jr炭坑節」念どが，森繁節で始ま t，日本語でし

ゃべb乍らのビールはbいしいと何度も口Kされた。

森崎さんの奥様はスペイン系で，森崎さんよ bも5劉位，太った，やさしい方で，日本語は
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会〈分ら念いが，親切tてもてなしていた Yいた。それK私が行〈度I'L(女子大生のb孫さん)

アイータ・さんが，チェスのb相手念どをして気をつか官て下さるし，週に一，二度の森崎邸訪

問は楽しい思い出K念っている。

アレキバ市に居住している日本人の方から，アイーダさんは"メスティソ"だから，きれい

念のだと聞かきれたが，本当Kアイーダさんは混血の女性の美しさを代表していると私Kは思

えたのである。

ピールの最中I'L.チグアタ村の別荘の話を森崎さんに聞かせると，父親は? そして自宅は

アレキバ市のどとI'L? と急に真剣K聞かれるのである。次の週までK三人姉鯨から父親は警

官で，すでK亡(~っているとと。甫の近郊のミラフローラスK住んでいるととを聞きだして，

森崎さんK伝えると，森崎さんは落什か念〈念った。

奥さんI'Lfハタ君を市内見物K連れて行〈よ Jと言い残して，その日の午後タクシーを止め

ると「ミラフローラスへ」と言われる。 f実は私の結婚前の恋人だった」とタクシーの中で恥

しそうに言われる。 「たしかジュリアーさんという女の子がいた筈だが， 20年近〈音信がと

だえていた」。はからずも私はペル一日食参加の問I'L.私立探偵を演じていたととに念る。

ベルー独特の風通しの良い石造りの建物に森崎さんは，普の恋人を見付けられると，夕方近

くまで，スペイン語で話しとんで辛子られた。

私は仕方念いので，近〈を回って帰って来ると，その婦人が何か言い乍ら私にピールを注い

で〈れたのが，森崎さんの通釈によると"ベルーでは愛情が深ければ，深い程ビールに泡が立

つのだ"と言われたそうで，奇妙な ζ とI'L.その言葉が今までずっと頭のどζかに残っている。

そう言えば40い〈つかのその婦人はベテイ Kそっ(tで，心念しか.ピールを注〈・手もとが

震えていたのを思い出す。

回連カメラ以外の日食観jlJ

チグアタ村で観測され売のは，単身でスイスから来られ，焦点距離 225cmの望遠鏡Kハツ

セルフ.ラッドを装着してコロナの撮影を行ったM・ワルドマイヤー CWaldmeier) とハーバ

ード大学のD.H・メンゼル (Menze1) とダグラス研究所のW.N.アーンクィスト(Arn-

Quist) らである。

我hが断念した候補地の一つであるカナガスではカナタ・のオタワ大学のJ・ハ『グリーブス

( Hargreaves).キットピーク天文台からの観測団.サクラメントピーク天文台とムードン

天文台からの観測団が，分光観測とコロナの撮影を行っている。念事?とれら三つのグループの

テーマは

キットピーク天文台:高分解能Kよる彩層の観測!

サクラメントピーク天文台:太陽極端周縁部の輝度分布の測光

ムードン天文台:白色コロナと 5303輝線の偏光写真観測

である。
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東京天文台から我h と一緒Kテグアタ村で観視"を行った，日江井・平山組の修測は直径30 

cmのシーロスタツトと函1鋳によって太陽光を水平K導き，斜め入射でポシュロム平面回折格子

Kあて，~さ方向に縮めた太陽スベクトル写真から，クロモスフェアー，プロミネンスの電子

密度，電子湿度を求めるものである。

東北大学の加藤愛雄らはワンカベリカ県のサンタイネスで地磁気の微少脈動の測定を行い，

京都大学，生験l山観測所の堀井政三は，フラッシュスベクトルの観測を行っている。

ベル-vc隣接したポリピヤでは，アメリカ 'H.A.O.の=ユーカーク以下9名の観測団

が二つのifVC分れて，コロナ告書演IJを行っていた。ー査はコロナ輝線FeXIIのスベクトル俵損UVC

よってコロナの磁場の測定を行い，ユユーヵーク博士のひきいる，もう一曹は博士の考案によ

るニューカーク・フィルター(太陽コロナの半径方向I'L， しだいl'LiI度がうす〈なるフィルタ

ーで，との使用によって白色コロナを減光し，コロナの徴細構造を浮き上らせるととが出来る )

を通したコロナの撮影を行っている。

196 6年ポリピヤ日食以後，ニューカーク・フィルターによるコロナの微細情造の撮影は，

コロナ鋳潰IJの重要念テーマのーっと念った。我4も1970年メキシコ， 1 9 7 3年アフリカ

を目標として，ニューカーク・フィルターの設計・製作K乗b出したのである。

日本の天文アマチュア-I'Lよるェユーカーク・フィルター(或いはラジアル・グレーディド

・フィルターとも呼ばれる〉の使用Kよるコロナの徴細構造の撮影は，其の後 1980年イン

ド日食で，塩田和生・榊原幸雄Kよt，1983年インドネシア日食の時は陪辺鯵こによって

成功をi反めている。

帰 国

観測機の組立て，調整tてはーク月以上も必要だが，終ると 2日， 3日で解体，梱包が終って

しまう。

帰bの使はパリーグ航空， リマ発 11月22日ときまっていたから，すべての梱包を終えて

チグアタ村からカヤオ港までの輸送を運送底Kまかせてしまうと，数日の余猶が出る。斉藤団

長以下3名は，クスコの見学と国立地球物理研究所の招待があって，早めKアレキバ市のマン

ションを引揚げて， リマ市Vて行かれたが，私は一日でも長〈という，森崎さんの誘いで，アレ

キバ滞在が延びてしまーた。

1 1月18日，l)マ市まではコレクティボ(乗合い自動車)で行〈ととK決めて， 1 7日夜

はベルー料理とペルーのb酒を御馳走I'L~った。との時のベルー酒はチーチャ(とうもろとし

の酒)とアニス(原料は分ら念いが， とにか〈強い酒)であった。

翌朝早<.アレキバ市のはずれに，森崎氏夫妻，長男(アレキバ市の水道局長)一家の見送

bを受けてリマ市K向う。

との自の夜，日本人会の方~Ð歓待を受けて後，かねて訪ね売いと思っていたMUSEO

AMANO VL行った。時間は辛子そかったけれど天野氏が出迎えて下さって，博物館内を下箪K
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説明して下さった。

MUSEO AMANOは天野コレクシヨンとして有名念もので，貿易商，天野氏によるベルー

の歴史博物館である。館内の一室で天野氏のインカ以前のベルーの歴史についての説明を聞き，

また私の質問に対して，コネホは野うさぎだから。モルモツトはコネホと呼ぶべきでは念いク

イ(Cuy)と呼ば念ければ，;1どとアンデスの動物の話をしている内はまだよかった。

そのうちに，奥からジヨニー・ウォーカーを持って来て今晩は徹底的に飲みましようと言い

乍ら，私に日本はどう念るのか? 毎年土の東京はどう変ったか?念どと聞き始める頃，天野

さんはもう望郷の念K耐えかねる様であった。会話は明け方までつYき，ウイスキーの瓶はた

ちまち空に念 た。

森崎さんとアレキパでb別れナる際(tL，とん念約束をした。.私はずっと文芸春秋を読んで

いるから，気が向いた時K週刊文春を送って貰え;1いだろうか"森崎さんの言葉で帰国後の私

は，何となしK週刊文春を読むよう Kなった。そして読み終ると，雑誌の広告の余自に東京の

とと.日本の現状それに私の身辺のζ とを;書きつ Yって，アνキバK送るよう K念った。

一年後.森崎さんは一時滞因された。在京中は新橋の第一ホテルκ泊ってたられたが，私達

はひまさえあれば，新橋の裏の小さ念飲み屋で旧交売温め合った。そしてその 10年後，私は

森崎さんの次男(リマ市の大病院の脳外科部長をしてbられた)の奥様から次の機左手紙をい

たうCいた。

とれはその手紙の一部である。

「父は 19 7 7年 1月1自にを〈念りました。長い間病気をしていて，最後に脳溢血でした。

母イサペルも去年2月23日にな〈念札大変淋し〈念 bました。早〈お切らせし念ければと

患い乍ら月日が過ぎてしまいました。日本語治りPしだけ分るのは私だけで連絡が$-くれて申訳

ありません。父はいつも手紙が届〈と喜んでいたのでした。主人からもよろし〈と申して$-t

ます。またペル-(tL来るチャンスがあれば，どうぞ我が家κ来て下さい」。

私tては，森崎邸の二階のタ・プルベットの検K二年分 100冊近〈封を切らずK積んである雑

誌，そして私の便bが置かれているその光景が，はっきりと眼K映るのである。

1 9 6 6年ベル一日食の思い出は，アンデスの山左みを背景にしたコロナの美しさに，森崎

さんと私との 1i.年のかつき合いか重って，何時までも私から消えない。
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